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甲府盆地はその昔湖であったか ら、人が住んでいなかったので

はないか というまことしやかな風説を耳にす ることがあ ります。

ところが、近年の発掘調査 によって上石 田や善光寺等甲府の市街

地か ら縄文土器や堅穴住居跡が出上 し、5000年 以上 も昔か ら人が

暮 らしていたことが明らかにされつつあ ります。

また、最近の研究か ら、古代 甲斐の国は東山道 と東海道 をつな

ぐ交通の重要な結節点だったことが指摘 されてお ります。そのな

かで も、甲府市東部地域にある酒折宮は、『古事記』『日本書紀』

のヤマ トタケル東征伝説に登場 し、特 に重要視 されていたことが

推察 されます。この甲府市東部地域は古墳時代か ら平安時代 にか

けての遺跡が密集 し、なかで も大坪遺跡周辺では土器や瓦 を生産

していたことが解明されつつあ り、今回の発掘調査の成果 は貴重

な記録 としてここに公表す る運び とな りました。

なお、本書の刊行に際 しまして、事業主体の崇教真光の関係各

位、発掘調査や整理作業 に携わった方々か ら多大なご指導 とご協

力 をいただ きました。ここに感謝 と御ネしを申し上げます。

2004年 12月

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重
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1.本 書 は山梨 県 甲府 市桜 井 町 6001に 所 在 す る大 坪 遺 跡 の発掘 調 査 の報 告 書 で あ る。

2.調 査 は崇教 真 光 の委 託 を受 け、 甲府 市教 育委 員 会 が 実施 した。

3.発 掘 調 査 は、 平 成 16年 (2004)6月 14日 ～ 6月 18日 まで、 発掘 調 査 終 了後 の整 理 ・ 報
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6.本 書 に掲 載 した写 真 は平塚 洋 一 が撮 影 した。

7.本 書 に係 る出土 遺 物 及 び記録 図面 。写真 等 は、 甲府 市教 育委 員 会 で保 管 して い る。

8。 本 調 査 お よび報 告 書作 成 に係 る組織 は下 記 の とお りで あ る。
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係 長 信 藤 祐 仁
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雨 宮 英 郎 、 池 谷 富 士 子 、 小 池  孝 男 、坂 本 しの ぶ 、 長澤  晴雄 、 中村  孝 一

(順不 同、敬 称 略 )
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1.全体 図・ 遺構 図・ 遺物実測図の縮尺 は各図 中に示 した とお りで あ る。

2.本 書 中の方位 は磁 北 を示 し、水糸 レベル は、海抜 高度 を示 した。

3.土層や 出土遺物 の色調表現 につ いては、『標準土色帳 (2002年 版 )』 (農林水産技術会議

事務局監修・ 財 団法 人 日本色彩研究所色票監修 )を 使 用 した。

4。 図版 中、土器断面 が 白抜 きの ものは土師器・ 瓦、黒 塗 りの もの は須 恵器、 ア ミカケの

もの は陶器 を表 す。
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第 1章 調査の経緯 と経過

第 1節 調 査 に至 る経 緯

調査地 点 は、平成 4年 (1992)に 甲府市教 育委 員会 で作成 した 『甲府市遺跡地 図』 の う

ち、周知 の埋蔵 文化財包蔵地 で ある大坪遺跡 に合 まれ る。平成 7年 3月 開発が計 画 され、

国・ 県 の補 助 を受 け甲府市教 育委員会が埋蔵 文化財 の内容・規模 を確 認す るため試掘調査

を実施 した。調査 の結果、古墳時代 か ら古代 にか けての遺構 。遺物が確 認 され、地 下 に包

蔵 されて い る埋蔵 文化財 に影響 を及ぼす ような開発 を行 う場合 には事前の本発掘 調 査 が必

要 だ と判 断 され るこ ととなった。 その結果 、調査 に多額 の経 費が必要 とな るため、 開発 は

取 り消 しとなった。

平成 15年 12月 、崇教真光が教会施 設の建 設 を計 画 したため、 甲府市教 育委員会 との間で

埋蔵 文化 財 をで きうる限 り保存 しなが ら建 設 をす るよう協議 を重ねた。 その結果 、教 会施

設 お よび駐車場 は盛 上の範 囲内で工事 を行 い、上 下水道等が付 設 され る道路拡張部分 のみ

発掘調査 を実施 し、地下 に包蔵 され る埋蔵 文化 財 を記録保存す るこ とで調整 。了解 され る

に至 った。

平成 16年 2月 、埋蔵 文化 財発掘 の届 出 (57条 の 2)を 受理 し、6月 14日 発掘調査 に着 手 した。

第 2節  調 査 方 法

発掘調査 は東西約35m、 南北の最大幅約 2mの 三角形 を した狭小 な調査 区域 を対象 とした。

調査地 点 は、平成 7年の試掘調査 を もとに、地表 か ら約 60cm堆 積 す る表上 を重機 で除去

した。表 土 除去後 の掘 り下 げや遺構検 出は人 力で行 った。土層堆積状況図・平面 図・遺物

出土状況 図 を適宜作成 し、 同時 に記録 写真 を35mm一 眼 レフカメラで撮影 した。

第 2章 地理的環境 と歴史的環境

第 1節 地 理 的 環 境

大坪遺跡 が所在 す る甲府市桜井町 は市東端 に位 置 し笛 吹市石和町 と隣接す る。桜 井町 を

合 む 甲運地 区 (横根 町・桜井町・川 田町・和 戸町 )は 甲府盆地 の北縁部 に位 置 し、秩父 山

塊 に連 な る大蔵経 寺 山・ 八人 山 を北 に臨み、 八人 山に源 を発す る十郎川 に よ り形 成 され た

扇状地 に立地 す る。十郎川 は大坪遺跡 が立地 す る扇状地 を形成 した後、濁川・平等川 と合

流 し笛 吹川 に交 わ り、笛 吹川 はやがて富士川 と名前 を変 え大平洋 に注 ぐ。

甲運地 区 は青梅街道 (現国道 140号線 「雁坂 道」)や 甲州街道 (現国道 411号 線 )に沿 い、

交通・運輸 の要衝 となっていた ことか ら「甲運」の名 を冠 してい る。 また笛吹川 (富士川 )

の支流 で あ る平等川 が調査地 の東側約 1.2kmを 流 れ、これ も富士川舟運の一環 と して利 用 さ

れていた こ とが想定 され る。

第 2節 歴 史 的環 境

大坪遺跡 が立地 す る甲府盆地北縁部 は、古墳 時代初頭 か ら近世 までの遺跡 が数 多 く所在
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し、平安時代 に編 さん され た『倭 名類衆抄』に記載 され る表 門郷 に推 定 され る地域 で あ る。

調査地点か ら約 l km東南東 には桜井畑遺跡が あ り、古墳時代前期の方形周溝墓群 が検 出 さ

れ、 1辺 28mの規模 を有 す る もの も確認 されてい る。 また古代 の集落跡 も検 出 され、 なか

には村落 内寺院 とも思 われ る掘立柱建物跡 も検 出 されて い る。

調査地 の北 にあ る八人 山か ら大蔵経寺 山には、主体 部 の みな らず墳丘 すべ て礫石 だ けで

築かれた積石塚 古墳群 が分布 す る。 6世紀 か ら 7世紀 にか けて築造 された と考 え られ、横

根桜 井積石塚 古墳群 (甲 府 市)に 145基、大蔵経寺 山古墳群 (笛 吹市石和町)に 19基、春 日

居古墳群 (笛 吹市春 日居町)に 14基が確認 されてい るが、周囲 は葡萄畑 に開墾 され、上記

の もの以外 に も破壊 されて しまった古墳が数多 くあった と推定 され る。

大坪遺跡 の北 に隣接 す る東畑遺跡・ 久保 田遺跡 。道 々芽木遺跡 は、平成 6年 (1994)甲
府 市遺跡調査会 に よ り発掘調査 された。古墳時代 か ら平 安時代 にか けての集落跡 が検 出 さ

れ、 白鳳時代 に制作 された小金◆同仏 (山 梨県指定文化財 )が出土 し注 目を集めた。 また、

平成 12年 (2000)の 調査 で は、蝉 の装飾 を持つ金銅 製海老錠 が出上 してい る。

調査地 点か ら約 800m東 に所在 す る川 田瓦窯跡 は、 7世紀後葉 に操 業 し寺本廃寺 (笛 吹市

春 日居町)に瓦 を供 給 した。 また、500m東 に所在 す る上 土器瓦 窯跡 は、 8世紀 か ら 9世紀

後葉 にか けて操業 し、国分寺 。国分尼寺 に瓦 を供 給 した こ とが判 明 してい る。大坪遺跡 の

性格 と併せ考 える と、古代 にお ける表 門郷域 は大工業地 帯 を形成 して いた といえる。

中世 の遺跡 で は、守護 で武 田信 玄の 曽祖父 ～父 にあた る武 田信 昌～信虎 の居館 と想定 さ

れ る川 田館 が東方900mに所在 す る。昭和 62年 (1987)甲 府 市史編 さん室 に よる試掘調査 で

は、 15世紀 か ら16世紀 にか けての上師質土器や陶磁 器 が 出土 してい る。

第 3節 大 坪 遺 跡 の 調 査・ 研 究史

大坪遺跡の発見 は日召不日50年  (1975)、  国道 140号線 改良工 事 に よ り多量 の L器が発見 され

た こ とに よる。国道 140号 線 と旧国道 20号線 (現国道 411号線 )を つ な ぐ、国鉄 (現JR)中
央線 の跨線橋 (現 「和戸通 り」)新設工事の際、山梨県遺跡調査 団が発掘調査 を行 った。 こ

の ときの調査 に よ り土器集積遺構 、溝跡が確 認 され、未焼 成 の上器群 が検 出 され た。 この

こ とか ら大坪遺跡 が土器 の生産遺跡 だ と考 え られて きた。

昭和 57年 (1982)に は十郎川 の河川 改修工事 に伴 い、 旧河床地点、教 習所地点で発掘調

査 が行 われた。 旧河床地点 の発掘調査 に よ り、 8世紀 か ら10世紀 にわた る土器 と自然遺物

が検 出 されてい る。なかで も「甲斐国 山梨郡表 門」 と刻書 された土器 が発見 された こ とは、

考古学 のみな らず歴 史 に興味 あ る人々の視線 を集 めた。 この土器 は 9世紀末 か ら10世紀初

頭 に比定 され る土師器皿 で、記 された内容が 『倭 名類 衆抄 』 に記載 され る国・郡・郷 の名

称 と一致 し、文献 資料 と考古資料 が一致 した極 めて貴重 な例 で ある。

平成 4年 (1992)に老 人保険施 設の建設 に先立 ち、大坪遺 跡真光地 点の西 。南の区画 (甲

府市桜 井町 546、 5531、 554、 5591、 610番地)に つ いて試掘調査 を実施 してい る。その調

査結果 を受 け、西側 の区画 (甲府 市桜井町 610番地)は 甲府 市遺跡調査会 に よ り平成 6年 に

発掘調査 が実施 されてい る。 また南側 の区画 (甲 府 市桜 井町 546、 5531、 5591番地 )は 、

平成 12年 (2000)に 大坪遺跡発掘調査会 に よ り調査 が実施 されてい る。上記 2作の調査 に

よ り、古墳時代 か ら平安時代 にか けての竪穴住居跡や土器 製作工房跡 が検 出 されてい る。

また大量 の土器や木 製 品 とともに、奈良時代 の役所 的施 設 を連 想 させ る銅 製鋳帯巡方や、

仏教施 設 を連 想 させ る瓦塔、壷 G類、鉄鉢型土器が 出上 してい る。

また これ以外 に も大坪遺跡 の範 囲内において、住 宅建 設や宅地造成 に先立 って、多 くの

箇所 の試掘調査 を実施 してい る。
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第 3章 発見された遺構 と遺物

第 1節 層 序

調 査 区 の 西 端 及 び 中央 付 近 にお い て、深 掘

りを施 し上 層確 認 し図化 した。

盛 土 され る以 前 は ほぼ平 坦 で あ っ た ため、

お お よそ この層 序 を基 本 土 層 と見 なす こ とが

で きる。 これ に よる と現 地 表 下 約 40cmま で の

1層・ 2層 は平 成 7年 実施 の 試掘 調 査 の あ と

施 され た客 土 で あ る。その た め、3層 以 下 が 旧

来 の標 準 土 層 で あ る。 各 面 の 上 層 説 明 につ い

て は図 3の 説 明 を参 ЛRさ れ た い。

第 2節 遺 構 と遺 物

ー

2

4
5

8

l灰オリーブ色 (5Y)客 土

2暗灰黄色砂 (25Y5/2)客 土

3晴灰策色粘土 (25Y%)客 土

4灰オリーブ色シルト (5Y%)旧 表土

5にぶい黄橙色～オリーブ褐色

粘質土 (千 OYR%～ 25Y%)
旧耕作土

6葵灰色シルト (25Y%)自 然堆積層

図 3 調査区西壁セクシ ョン

i 試 掘 調 査

試 掘 調 査 は、調 査 区 (甲 府 市桜 井 町 606及 び 610番地 )に 幅 2mの トレンチ を 3箇所 設定 し、

調 査 区 全体 につ いて埋蔵 文化 財 の残 存 状 況確 認 に努 め た。 その 際 、確 認 で きた遺構 は敢 え

て掘 り下 げて調 査 をせ ず に、 その存 在 の み を確 認 す るこ と と した。

調 査 の結果 、古 墳 時代 後 期 か ら平 安 時代 にか けての上器 や 瓦 と と もに竪 穴住 居 跡 や溝 跡

等 が 多 数確 認 で きた。 詳 細 は不 明 で あ るが 、 開発 に際 して は事 前 に発 掘 調査 を実施 し、埋

蔵 文 化 財 を記録 保 存 す る必 要 が あ る と判 断 した。

ii 本 調 査

本 調 査 は試掘 調 査 を実施 した区 画 の うち、 西 半分 の さ らに道 路 建 設 す る部分 につ いて実

施 した。調 査 区の立地 す る場 所 が 道 路 際 で あ るため、調 査 区南側 は ほぼ全面 にわ た り石 囲

い の側 溝 の痕 跡 が確 認 で きた。 また、調 査 区 の 中央 付 近 か ら西 端 にか けて、約 2m間 隔 で

約 2m四 方 の攪 乱 が 4箇所 にわ た り検 出 され た。 その ため もあ り、 遺 構 は全 く検 出 で きな

か っ た。

出土遺 物 も調 査 区東側 にか けて わ ず か に出土 した程 度 で あ る。

� 出土遺 物

遺 物 は ほぼ平 安 時代 、 それ も 9世紀 代 の所 産 と思 われ る甲斐 型 土 器 が ほ とん どを 占め、

ほ か に須 恵器 、灰 釉 陶器 、布 目瓦 、 図示 して い な いが用 途 不 明 な木 製 品が 出上 して い る。

また江 戸 時代 後 期 以 降 の所 産 の上 器 や 瓦 もあ る。

上 師器 (図 5。 1～ 54、 56、 図 8。 1～ 9)

種 別 に は邦 、 高 台邪 、 高 邪 、皿 、 蓋 、 小 型甕 が あ る。 しか し、 邪 。皿 が 出土遺 物 の ほ と

ん ど を 占め、 甕等 の煮 炊 具 の 出土 は極 め て少 な く、 これ まで指 摘 され て きた こ と と一 致 す

る。

雰 (1～ 22)は、 内面 に暗 文 を もち体 部 下 半 に手持 ちヘ ラケ ズ リが施 され る。

皿 (23～ 31)は、体 部 に明瞭 な屈 曲 と稜 を もつ もの、体 部 内面 に凹線 を もつ もの、体 部

か ら 日縁 部 にか けて緩 や か |こ 湾 曲 す る ものが あ る。

-5-





蓋 (32～ 47)は、 つ まみ部 が擬 宝珠 形 を基 調 とす る もの のバ リエ ー シ ョンが 多 い。端 部

の か え りがや や 強 い もの と、 非 常 に司ヨヤヽ もの が あ る。

高 台郷 (48、 49)は 、 削 り出 し高 台 を もつ 。 底 部 の み の 出上 で全 体 像 は不 明 で あ る。

高 イ (56)は 、 脚 部 を入角 に面 取 り し成 形 され た もの が あ る。 た だ し脚 部 の みの 出土 で

全体 像 は不 明 で あ る。

小 型甕 は、 甲斐 型 甕特 有 の石 英 、長石 、雲母 を合 む粗 い胎 土 の もの (52)と 、精 製 され た

粘 上 に よ リロ ク ロ整 形 され た もの (50、 51)が あ る。

須 恵器 。陶器 (図 6.55、 57～ 63)

須 恵器 に は蓋 (57)、 甕 (58～ 62)が あ る。 57イ よ端吉bの か え りが や や 弱 い蓋 で あ る。 621ま

自然汗由を被 り、 部分 的 に火脹 れ を もつ 。 55は 、刷 毛 に よ り施 釉 され灰 釉 陶器碗 で高 台の断

面 がや や 三 角形 を呈 す る。 部 分 的 な磨 耗 が著 し く、硯 と して二 次 転 用 され た痕 跡 が あ る。

布 目瓦 (図 7.64～ 69)

軒 丸瓦、丸瓦 、平瓦 が あ る。軒 丸瓦 (64)は赤褐 色 を呈 し、複 弁 の お そ ら く八葉蓮 華 文。

甲斐 国分 寺 に用 い られ、 寺 本廃 寺 に も補 修 用 と して用 い られ た こ とが想 定 され る もの で あ

る。

近 世 以 降 の 上器 類 (図 8.11.12)

11は 火鉢 で あ る。日唇 部 に二 重 の菱形 を基 調 とす る装飾 が施 され る。12は 軒 桟 瓦 で あ る。

丸瓦 部分 に三 つ 巴文 を持 つ 。

第 4章 ま と め  一大坪遺跡における古代の地形につ いて一

『遺跡地 図』で記載 され る大坪遺跡 の範 囲 は十郎川 九之橋 を中心 に東西約 700m、 南北約

500mと かな り広大 な範 囲で あ る。大坪遺跡の調査 の うち、過去 実施 された発掘調査 (試掘

調査 を含 む)の ほ とん どが十郎川 の東側 に集 中 してい る。

大坪遺防 の他地点の調査 成果、及び平成 7年 の試掘調査結果 か ら、今 回の調査 で も複数

の住居跡 とともに多量 の出土遺物 が検 出 され るこ とを予想 していた。 しか し調査 の結果、

遺構 は検 出で きず、 また土器 も数点 出土 しただ けであった。 この出土遺物 お よび遺構 もほ

とん ど検 出 されなか った とい う結果 を踏 まえ、 この地 点の試掘調査 を併せ た周辺の発掘調

査 の結果 か ら大坪遺跡周辺の土地利用 の状況がやや わか りか けて きた といえる。 そ こで今

回調査 した区画 を中心 に、古代 における周囲の土地利 用 につ いて以下の通 り考察す る。

今 回調査 の対象 となった桜 井町 6001、  2及び 606番地 において は、606番地 (西 半分)に
か けて遺構 が集 中す る傾 向が あ り、6001、 -2番地 (東半分)にか けて湧水 し始 め るととも

に遺構 が疎 らとな る傾 向が窺 えた。

今 回の調査対象地 の西側 区画 とな る桜井町 610番地 で は、9世紀 前半及び 10世紀前半の 2

時期 に ピークを もって集落が営 まれた こ とが想定 されてい る。〔平 野 1996〕 また、現在北方

か ら流 れて くる十郎川 が、610番地 のす ぐ北で流 れ を変 えて南西 に流 れてい る。調査 区の北

には延長す る掘立柱建物跡 が想 定 されてい るの に対 し、西側 は地形 的 にやや傾斜 し遺構 も

続 く様本目がみて とれない。この こ とか ら、610番地のす ぐ西側 まで十郎川 が流 れ ていた時期

が あ る と想定で きる。

日召禾日56年二(1981)に 「可ヒ地 点」 とし<ξ 調査 された横根 田丁338-1番 地 と544-1番地 に挟 まれ

た地 点では、 9世紀後 半 に属 す る遺物が出土 している。遺物 は焼 土付近 を中心 に出土す る

が全体量 としては少 ない。後述 す る「南地点」 よ り湿気 が少 ない こ とか ら、平地化が早 く
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進 んだ こ とが想定 され る。 〔末木 1976〕 「南地 点」で は溝 と土師器集積遺構 が確認 され、全

域 か ら土器等 も出土 してい る。 また湧水 が著 しく粘 1生 の強 い黒褐色粘 上が堆積 す る状 況が

報 告 され てい るこ とか ら、 よ り旧河道 に近 い地 点だ った こ とが想定 で きる。

昭和 57年 (1982)に 十郎川 の河川 改修工事 に先立 ち、「旧河床地点」 と して調査 され た横

根 町 212番地 で は、奈 良 。平安時代 の遺物 が 出上 し、粘土 と砂 が互 層 に堆積 す るこ とか ら旧

河道 だ った こ とが報告 されてい る。「教 習所地 点」で は粘 土層か ら平安時代 の土器が出上 し

て い る。 〔信 藤 1984〕

さ らに今 回の対象地 の南西区画で あ る横根 町 553-1、 5591番 地 において は古墳時代 の上

器 もみ られ る ものの、 9世紀後 半か ら10世紀前半 にかけて土器 の出土が多 い。竪穴住居 は

南東 に偏 って検 出 され、北側 半分 か ら南西 にか けて土坑や ピッ トが検 出 され てい る。〔櫛 原

2002〕

道路 を挟 彦秩南側 の区画であ る横根 田丁554、 556、 561、 562-2番地 の区画 は、平 成 4年 (1994)

に試掘調査 が実施 されてい る。古墳時代 か ら平安時代 にか けて土器 が 出土 してい るが、散

漫 な出土 で量的 に も少 ない。〔伊藤 2004〕 さ らに南の横根 町 546番地 において、出土す る土器

は 8世紀初頭 の ものが多 い ものの東半分 は旧河道 にあた る。現在 の ように平地化 す るの は

中世以 降 と想定 されてい る。〔櫛 原前掲 〕

平成 16年 に東隣の区画で あ る桜 井町 592、 596番地、さらに東側 の区画 にあた る桜井町 586

-1、 590-1、 5911番地 につ いて平成 15年 (2003)に 試掘調査 を実施 してい る。 どち らも平

安時代 の遺物が出土す るがその出土量 も少 な く散漫 であった。 また遺物包合 層 よ り下層 は

黒褐 色 の極 めて粘性 の強 い粘 土層が堆積 し、沼沢地 だ った ことが窺 われ た。

以上 の こ とか ら、現在 八人 山の麓 に端 を発す る十郎川 は、現在桜 井町 610番地 のす ぐ北で

流路 を西 に大 き く変 えてい るが、古代 において は現在 の JR中 央線 の さ らに南 まで直進 し、

その先で進路 を西 に変 え「旧河床地点」付近 に流 れていた ことが想定で きる。 また流 れ は

とて も緩や かで周囲 は湿地 を形成 して いた と思 われ る。実際の流路 として は、周囲の標 高

はほば260mで あるが、若千低 く260mに満 たない場所 が帯状 に分布 す る地 帯 が あ る。 そ こ

が古代 に十郎川 の流 れていた地域 と推 定 され る。
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表 1 試掘調査出土遺物観察表

口
〓

長
当 種 別 器 種

法    量 (cm)
部位 調整など 土 lI式 色 調 備考

口径 ・ 器高 ・ 底径

l 土  器 lTh (98)。  一  。 一
口縁部 ～

体吉Б
ナ デ 長石 。赤色粒子 良 5YR橙 6/6

2 土  器 不 (100)・  ―  ・ ―
口縁 部 ～

底部
ナ デ 長石・赤色粒子 良 5YRか登 6/6

3 土  器 邦 (110)・  ―  ・ ―
口縁 部 ～

体吉B
ナ デ 赤色粒子 良 7 5YRオ登 7/6

4 土  器 邪 10 1 ・  4 0  ・  5 5
口縁 部 ～

体部
ナデ

底部ヘラケズリ
長石 。赤色粒子 良 5YR橙 6/6

5 土  器 不 (108)・ (395)。 (48)
口縁部～
底部

ナ デ 密 良 7 5YR橙 7/6

6 土  器 不 10 7  ・  3 8  ・  6 0 一
立
口
立
口

縁
底

口
ナ デ 長石・石英・赤色粒子 良 5YR橙

7 土  器 不 (106)。 42 ・ (53)
口縁吉[～
底部

内面ナデ
外面ヘラケズリ

長石・赤色粒子 良 7 5YRに ない橙 7/4

上  器 邪 (115)。  41 ・ 57 口縁 部 ～

底部
ナデ 底部回転糸切
り後ヘラケズリか 密 良 5YR橙 6/6

土  器 邦 116 ・ 44 ・ 5.5 口縁 部 ～

底部
ナ デ 長石 。赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

土  器 邪 11 0 ・  43 ・ 50 口縁部～
底部

内面ナデ
外面ヘラケズ リ

長石・赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

土  器 不 (120)。 (48)。 (51)
口縁 部 ～

底部
ナデ 長石 。赤色粒子 良

内)7 5YR浅黄橙 8/4
外)5YR橙 7/6

土  器 不 (114)。  ―  ・ ―
口縁部 ～

体吉巨
ナ デ 赤色粒子 良

呻呻
浅黄橙 8/3
浅黄橙 8/6

13 土  器 不 (120)・  ―  ・ ―
口縁吉B～
体部

ナ デ 赤色粒子 良 5YR橙

14 土  器 邦 (11 4)'(5 25)・   5_8
口縁 部 ～

底部
内面ナデ

外面ヘラケズリ
赤色粒子 良 5YR橙

土  器 邪 底部
内面ナデ

外面ヘ ラケズ リ
石英 良 7 5YR浅黄橙 8/3

上  器 不 底 部
内面ナデ

外面。底部ヘラケズリ
長石・赤色粒子 良

内)5YR橙 6/6
外)5YR明赤褐 5/6

17 土  器 不 底 部
内面ナデ

外面ヘラケズリ
雲母。金雲母。赤色粒子 良

内)5YR明赤褐 5/6
外)10YRに ない黄橙 7/2

土  器 郭 (140)・  ―  ・ 一 一
■
口
立
口

縁
体

口
ナ デ 赤色粒子 良 5YR橙

上  器 JTN (150)・  ―  ・ ―
口縁音B～
体吉F

内面ナデ
外面ヘラケズリ

赤色粒子 良
内)10YR
外)10YR

褐
自

黒
灰

土  器 不 (150)・  ―  ・ 一
口縁言膊～

体吉焉
ナ デ 赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土  器 邪 (14 0)。  (4 3) ・ (6 2)
口縁 部 ～

底部
ナ デ 赤色粒子 良 10YRにない黄橙 7/2

土  器 邦 (150)・  ―  ・ ―
口縁部～
体吉日

内面ナデ
外面ヘラケズリ

赤色粒子 良 7 5YRに おれ おヽ儀6/4

土  器 皿 (130)。  一  。 一
口縁部 ～

体吉Б
ナ デ 赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

土  器 皿 (124)・  ―  ・ ―
口紡暗Б～

体吉躊
ナ デ 赤色粒子 良

内)10YRに ぶい黄橙 7/3

外)7 5YRに ない橙 7/4

土  器 皿 (140)・  ―  ・ ―
回縁吉巨一

体吉「
ナ デ 赤色粒子 良

内)10YR褐灰
外)7 5YR橙

納
賄

土  器 皿 136 ・ 23 ・  58 口縁 部 ～

底部
ナ デ 石英・赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土  器 皿 138 ・ 28 ・ 55 口縁 部 ～

底部
ナデ

底部ヘラケズリ
長石・赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

土  器 皿 (150)・  ―  ・ ―
口縁 部 ～

底部
ナ デ 赤色粒子 良

内)10YR明責褐 7/4
外)7 5YR橙 6/6

土  器 皿 ―  ・  ―  。 (66) 底部
文
リ

暗
ズ

状
ケ

射
ラ

放

ヘ

面
部

内
底 金雲母・赤色粒子 良

内)10YRに ない責橙 7/4

外)7 5YR橙 6/6

土  器 皿 ―  ・ ―  。(86) 底部
ナデ

底部ヘラケズリ
赤色粒子 良

内)5YR橙 6/6
外)7_5YR浅責橙 8/4

土  器 皿 底部
ナデ

内面渦巻状暗文
長石 良 10YRにぶい黄橙 7/2

土  器 蓋 (160)。  ―  ・ ―
口縁部 ～

体音「
ナ デ 赤色粒子 良 難

囃
か
餘

ＹＲ ‐

５ＹＲ

‐０

監

内
外

7/4
7/4

土  器 蓋 (180)・  ―  。 一 口紡暗[～
体吉「

ナ デ 赤色粒子 良 7 5YRオ登 6/4

土  器 蓋 (190)・  ―  ・ ― 口縁音E～
体吉「

ナ デ 赤色粒子 良
内)10YR浅 黄橙 8/3
外)7 5YR浅責橙 8/4

土  器 蓋 (20,0)・  ―  ・ ― 一
主
ロ
エ
ロ

縁
体

口
ナ デ 赤色粒子 良

内)7 5YR浅責橙 8/4
外)7 5YR緒 7/6
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表2 試掘調査出土遺物観察表

番毛 種 別 器種
法    量 (cm)

部位 調整など 上 色 調 備 考
口径 ・ 器高 ・ 底径

土  器 蓋 (200)・  ―  ・ ― 口縁吉Б～
体部

ナ デ 赤色粒子 良 7 5YR橙 7/6

土  器 蓋 15 7 ”邪
つまみ～
口縁吉「

ナデ
内面渦巻状暗文

長石 。赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土  器 蓋 つまみ ナデ 赤色粒子 艮 7 5YRに ない橙 7/4

土  器 蓋 つまみ ナ デ 赤色粒子 良 10YR浅黄橙 8/3

土  器 蓋 つまみ ナ デ 密 良 10YR褐灰 5/1

土  器 蓋 つまみ ナ デ 密 良 10YR明黄褐 7/6

土  器 蓋 つまみ ナ デ 密 良 10YR明黄褐 7/6

土  器 蓋 つまみ ナ デ 密 良 7 5YR浅 責橙 8/3

土  器 蓋 つまみ ナデ 密 良 10YRに ぶい黄橙 7/2

土  器 蓋 つまみ ナデ 密 良
内)7 5YR灰白 8/2

外)7 5YR浅黄橙 8/4

土 器 蓋
つまみ～

体吉田
内面ナデ

外面ヘラケズリ
長石・赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土  器 蓋 14 4 ・  4 3  ・   ―
つまみ～
口縁部

内面ナデ
外面ヘラケズリか 長石・石英・赤色粒子 良 5YRオ登 6/6

土  器
高台付

不
底言|

ロクロナデ
削り出し高台

金雲母・赤色粒子 良
内)10YR浅黄橙 8/3
外)7 5YR橙 7/6

土  器
高台付

邪
―  ・ ―  ・ (70) 体部～

底部

ロクロナデ呻
肖 長石・赤色粒子 良 5YR橙 6/6

土  器 卜型甕 (110)。  ―  。 一
口縁部～

頸部
内外面ナデ 赤色粒子 良 7 5YRに ない橙 7/4

土  器 卜型甕 (120)・  ―  ・ ― 口縁 部 ～

頸部
内外面ナデ 赤色粒子 良 10YR灰白 8/1

上  器 甕 ―  ・ ―  。(80) 底部
内面ナデ

外面ハケ・指頭痕
長石・石英 。雲母

金雲母 良
内)5YR明赤褐 5/6
外)7 5YR黒褐 3/2

土  器
材,高高
台不

―  ・ ―  。(70) 底部 内外面ナデ 赤色粒子 良
内)10YR責 橙 8/6
外)7 5YR橙 6/6

土  器 甕 ―  。 ―  。(137) 底 部
内面ナデ

外面。底部ヘラケズリ 密 良
内)7 5YR明褐灰 7/1
外)10YR浅黄橙 8/3

陶  器 碗 ―  ・ ―  。(60) 底 部 灰 釉 雲 母 良 転用硯

土  器 高 邪 脚部

け］
密 良 10YR灰白 8/2

須恵器 蓋 (160)・  ―  ・ 一 口縁音「 内外面ナデ 密 良 N灰 6/

須恵器 甕 胴部
内面青海波文
外面叩き 密 良 N灰 6/

須恵器 甕 胴 部
内面青海波文
外面叩き

密 良 N灰 6/

須恵器 甕 不 明 外面叩き 密 良 5Y灰白 7/1

須恵器 甕 (330)・  ―  ・ ― 口縁部～
体部

密 良 N灰 5/

須恵器 甕 (330)・  ―  ・ ― 口縁吉「 密 良 N灰白 7/

陶  器 鉢 口縁吉「 施釉 密 良

瓦 軒丸瓦 長石 。赤色粒子 良 5YR 4登 6/6

瓦 丸瓦
厚 さ 。 _._
25

表面ナデ
裏面布目か 長石 良 25Y黄灰 4/1

瓦 丸瓦
厚 さ 。 _._
21

表面縄目
裏面布目

長石 良 25Y灰責 7/2

瓦 九瓦

「 こ・―・― 表面ケズリ・ナデ
裏面布目

長石 良 5Y 灰

瓦 平瓦

「 E・ ―。一 表面布目・叩目
裏面縄目

長石 。赤色粒子 良 25Y黄灰 6/1

瓦 平 瓦
表面布目
裏面縄目

長石 良 10Y 灰 歪みあ り
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表3 本調査出土遺物

種 別 器種
法 (cln)

部位 調整など 土 眸 甫 色 調 備 考
口径 ・ 器高 ・ 底径

1 土  器 不 ―  。 一  。(50) 1不濁
`～底部

ナデ 赤色粒子 良 25Y明責褐 7/6

2 上  器 邦 (130)・  ―  ・ ― 口縁部～
体吉田

ナ デ 赤色粒子 良 7 5YR明褐 5/6

3 土 器 ネ (145)。  ―  ・ 一 日縁晋い～

体吉|
ナ デ 赤色粒子 良 5YR橙 7/6

4 土 器 不 ― ・ ―  。 (6.3)
体部～
底部

ナ デ 長石・赤色粒子 良 5YR明赤褐 5/6

5 土  器 皿 ― ・ ―  。(50) 体部．醐 け面ヘラヶズ
外 長石・赤色粒子 良 25Y浅黄 7/4

6 土  器 皿 ― ・ ―  。 (6,0) 体部．醐
ヘラケズ リ 長石 。赤色粒子 良 10YR浅黄橙 8/3

7 土  器 不 ―  ・ ―  。 (60) 体部～

底部
内面ナデ

外面ヘラケズリ
長石・赤色粒子 良 25Y灰白 8/2

8 土  器 蓋 (14.6)。  一  。 一
口縁 部 ～

体都
ロ クロナデ 赤色粒子 良 25Y淡黄 8/3

9 上  器 蓋
つまみ～

体部
内面ナデ

外面ヘラケズリ
長石 。赤色粒子 良 10YR明黄褐 6/6

陶 器 壷 頸部 不 明 長石 良

・５Ｙ灰臼］
切畑

土  器 火鉢 (380)。  一  。 一 口縁部～
胴部

内面ナデ 長石 。石英・赤色粒子 良 7.5YR 4島 4/6

瓦 軒棧瓦 厚 さ 。 _。 _
1.8

長石・黒色粒子 良
自
７

灰
白

・ＯＹＲ
Ｍ

∋
外

ムけ
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